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サプライチェーン全体の環境負荷を算出し、 分析
製品ライフサイクル全体を分析
透明性を向上
環境保護規制を遵守し、今後導入が想定される規制にもあら
かじめ対応
ブランド力を強化
リスクを軽減
収益を改善

エンタープライズ・アプリケーションの既存のデータを 
利用するだけで

これらすべての課題を
満たし、さらなる効果
を生み出す
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当社の場合、環境負荷の軽減や製品
のエネルギー効率の向上に取り組ん
でいることを実証し、企業としての
信頼性を高めることが課題です。こ
れが実現できれば、市場で優位に立
てることは明らかです。

スウェーデン 
アイヴィー・プロダクト社 
CEO アルフ・シェーベルイ氏
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環境に配慮した企業経営、いわゆる「グリー
ン化」（最近はまた別の表現がされているかも
しれませんが）は、もはや企業にとって任意
で選択できるものではなくなりました。少な
くとも、競争に勝ち残り、一歩でも他社に先
んじたいのであれば、選択の余地はありませ
ん。現行および審議中の国際法令、消費者や
投資家のエコ意識の高まり、そして健全なビ
ジネス感覚によって、環境会計がビジネス上
の緊急課題となっています。環境に優しい企
業経営は環境にとって有益であるだけでなく、
企業の収益増加にもつながるからです。

1972年に国連が開いたストックホルム会議は、
環境問題が国際的に注目され、国際レベルでの
環境政策が進展する転機となりました。それ以
来、1978 年のブルントランド報告のような報告
書やアジェンダ 21 を採択した地球サミットを始
めとする国際会議において、環境問題は社会のあ
らゆるレベルで取り組むべき課題として位置付け
られ、集約されてきました。その結果、ビジネス
界においては、WEEE、REACh、RoHS、GRI、
ISO 14001、エコデザイン指令のほか、持続可能
性の向上を目的とする多くの規制が広く知られる
ようになりました。

「環境配慮」の証が求められている
このような進展に伴い、消費者の意識も高まって
きました。購入する製品の原材料の調達、製造、
輸送、販売が自然環境に適した方法で行われてい
ると納得できるならば、高額な費用もいとわない
とする消費者がますます増えています。いわゆ
る「エコマーク」が製品に付いていれば、その製
造、使用、廃棄が環境に配慮して決定されている
証明になります。たとえば、ドイツのグリューネ
プンクト（Der Grüne Punkt）、EUの「フラワー」、
スカンジナビア地域の「スワン」などは、消費者
が「グリーン」製品を選択する際の参考となるエ
コラベルであり、これらは結果的に需要と供給に
影響を及ぼします。同様に、環境製品宣言（EPD）
や ISO 14001認証などのスタンダードは、B2B市
場に影響を与えます。

...投資家からも同様のニーズが
同様に、投資家の意識も向上しています。環境へ
の意識が高まる中、持続可能な方法で事業活動を
行う能力や意欲も企業価値を評価する基準の 1つ
となっています。実際、持続可能性報告書は、貸
借対照表や損益計算書と同様に、年次報告書に含
まれていることが当たり前になりつつあります。
さらに、地球的規模報告イニシアチブ（Global 
Reporting Initiative:GRI）が定義する企業価値の
新たな評価基準の 1つとして、「環境・社会・経
済（Planet、People、Profit）」があります。

持続可能性を追求する
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ライフサイクルアセスメント
サプライチェーン全体に対して企業が責任を負うべきであるとする声が高まる中、ライフサイクルアセスメントの機能は 
不可欠となっています。仕入れから使用さらには廃棄にいたるまで（ゆりかごから墓場まで）製品のライフサイクル全体 
を分析することが可能であれば、企業は環境影響を完全に管理することができます。これによって、コンプライアンス要件 
（iSo 14040など）の遵守が容易になり、環境製品宣言の正確さを高めることができるほか、生産の「グリーン化」により、
環境ひいては企業への負担も減らすことが可能になります。

機能概要
部品単位で「標準環境負荷」の算出
•  標準原価計算と同様の手法 

•  ユーザーが追跡対象の物質を定義可能

•  ライフサイクルアセスメント 
（製造から出荷まで、あるいは製造から廃棄まで）

•  環境製品宣言（epd）

最終製品の環境負荷をまとめる
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環境負荷の種類ごとに分類
•  大気、土壌、水 — 環境への直接の影響 

•  汚水、廃棄物 — 廃棄時に考慮 

•  製品 — 廃棄中の残存物を考慮

•  リサイクルもしくは再利用 — 納入の過程や廃棄の 
結果を考慮

環境への影響を推定
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課題を利益に

IFSエコ・フットプリント管理は、いかにして
直感的な善意ある行動（正しいことをしている
つもりの行動）を脱し、意味のあるデータに基
づく定量的な環境評価を行うにはどうすればよ
いかという、持続可能性における大きな課題の 
1つを解決するのに役立ちます。本ツールは ERP
ソリューションと緊密に統合され、必要なデー
タのすべてに瞬時にアクセスできるため、事業
が環境に与える負荷の算出と分析、コストの管
理、将来予想される環境保護規制に向けた準備
が可能になります。

ユーザー定義によるアジリティの向上
IFSエコ・フットプリント管理の大きな利点の 1つ
は、ユーザーにより追跡対象の環境負荷の定義が可
能であることです。二酸化炭素、アンモニア、鉛

など、特定の業種に関係する変数のほか、エネル
ギーなどのように厳密には物質とは言えない変数
も測定対象として設定できます。したがって、ど
のような業種の企業であっても、IFSエコ・フット
プリント管理を使用することにより、事業活動が
環境に与える影響を評価するために必要なデータ
を取得できます。
エコ・フットプリントをどのように追跡する必

要がありますか ?  最終製品別に ?  ワークセンター
別に ?  輸送手段別に ?  それとも、一定の期間また
は生産量単位に最悪の影響をもたらした人や物を突
き止めることの方が重要ですか ?  間違いなく、さ
まざまな変数の傾向も注視する必要があるでしょ
う。おそらく将来へ向けた計画のために環境影響推
定も行うでしょう。業務がどれくらいグリーン化し
ているか、あるいは今後グリーン化するかをいかな
る形で評価する場合でも、IFSエコ・フットプリン
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IFSエコ・フットプリント管理 ̶ 複雑なことを管理する
自社製品やサービスの環境への影響を測定し分析する能力を備えた企業は、「グリーン化」および環境
フットプリントの削減への道筋がついていると言えます。その結果、生産および物流における持続可能
性が向上し、あらゆる面でより健全な収益が確保できます。複雑な作業のように聞こえたでしょうか。
確かに複雑です。しかし、iFSエコ・フットプリント管理を利用すると、こういった作業を思いどおり
に管理でき、エコ管理が日常業務の一部になります。

ト管理は業務全体と生産時間や生産品目別の詳細を
把握するのに最適なツールです。さらに、等価計算
によって、異なる排出物の環境影響を総計すること
もできます。物質は環境に対してそれぞれ異なる影
響（人体への毒性、地球温暖化、オゾン層破壊など）
を及ぼすため、それらを等価的に比較することによ
り、どの物質がどの程度、環境に影響を及ぼしてい
るかをより明確に把握できます。

すべてはビジネス・アプリケーションの中に
IFSエコ・フットプリント管理では、財務コストを
把握するための既存の IFS Applicationsコンポーネ
ントを利用して、環境影響に関する情報も取得で

きます。ビジネス・アプリケーションの既存のデー
タにシームレスにアクセスできるため、手間をか
けることなくエコ・フットプリントを評価し、文
書化できます。正確な文書を作成することは、透
明性の向上につながります。その結果、企業のグ
リーンブランディングへの取り組みに対し、政府
や消費者からの信頼が高まり、さらには無駄を見
つけ出してコストを削減することも可能になりま
す。IFSエコ・フットプリント管理はお客様とのコ
ラボレーションによって設計されており、経営者
レベルの関心事項から現場での実作業にいたるま
で、企業活動全体を網羅し、利益を上げながら社
会に貢献することを可能にします。



iFS社 (oMx Sto:iFS)は、ビジネスアプリケーションのグローバル
プロバイダーとして、企業が素早く市場の変化に対応するための
ソリューションを提供しています。これは、企業の資源をよりタ
イムリーに配置・活用することで、業績の向上や競争力の強化を
可能にするものです。

iFS社は、1983年にスウェーデン リンショーピン市に創立、
現在 2600人の従業員を擁しています。同社が開発・販売する
iFS Applicationsは、業界で初めてコンポーネントベースで開発さ
れた erpソフトウェアで、現バージョンはその 7世代目にあた
ります。同社のコンポーネントアーキテクチャーは、導入や稼動、
アップグレードを容易にします。iFS Applicationsは、54カ国で
販売されており、20言語に対応しています。

iFS社は、7つのターゲットインダストリー (航空・防衛産
業、自動車産業、機械・機器製造業、プロセス産業、建設・保守
&サービス管理、小売 &卸売業、公益・テレコム産業 )を設け、 
約 60万のユーザーがいます。iFS Applicationsは、CrM(顧客関係
管理 )、SCM(サプライチェーン・マネージメント )、plM (製品
ライフサイクル管理 )、CpM(コーポレート・パフォーマンス管理 )、
eAM (企業設備資産管理 )、Mro(メンテナンス、リペア、オーバー
ホール )といった幅広い機能を提供します。

www.IFSWORLD.com
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iFSジャパン株式会社
〒 105-0014　東京都港区芝二丁目 13番 4号　住友不動産芝ビル 4号館

tel 03-5419-7900　FAx 03-5419-7909
eメール info@ifsjapan.co.jp


